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入学式・学校長式辞より（抜粋） 

春雨に洗われた街路樹の緑が美しく輝いてい

ます。桜前線は一気に北上し、各地の桜は、「躍

動の春」、今まさに全てのものが新しい春のエネ

ルギーに満ちています。 

１６２人の新入生の皆さん、入学おめでとうご

ざいます。私たち教職員、在校している二年生、

三年生一同、皆さんの入学を心から歓迎いたしま

す。 

今日は、皆さんの入学をお祝いして、多くのご

来賓の方々がお忙しい中をおいでくださいまし

た。新入生とともにお礼を申し上げます。ありが

とうございます。 

今日から始まる新しい生活に、今、皆さんは少

しの不安と大きな期待をもっていることでしょ

う。その不安を解消し、大きな期待を実現するた

めには、「何事にも挑戦する」ことです。児童か

ら生徒へと、小学校から中学校へと変わった今日

からの生活の中には、皆さんにとって期待を実現

する様々な経験が待っています。その一つ一つの

経験を通して、皆さんは大きく成長していくので

す。 

ただし、「何事にも挑戦する」気持ちと行動が

なければ、ただ、待っていたのでは皆さんの前を

素通りしていってしまいます。自分から進んで

様々なことを経験しようとする積極的な気持ち

と、周囲のことに耳を傾ける素直な気持ちを忘れ

ないでください。そして、多くのことを学び取り、

その中で自分の体と心を大きく成長させてくだ

さい。今日からは、自分で自分を頑張らせるので

す。私たちは、そんな皆さんを精一杯応援します。

何事にも挑戦する中学校生活がいよいよ始まり

ます。人間として輝ける中学校生活を心より期待

しています。 

今年度、本校は、学校教育目標を新しく定めま

した。校訓として長く親しまれてきた「不惜精進」

を学校目標の根底に据え、「自主・勤勉・共生」

と定めました。「不惜精進」とは、もとは仏教の

言葉「不惜身命」から発しているといいます。「絶

えず力を尽くして道に励むこと」という意味です。

練馬中学校で学ぶ生徒の胸に生き、苦しいとき辛

いときには常にこの言葉を思い起こし、たゆまぬ

努力と精進を続けていってほしいという先人の

願いが込められています。 

自主とは、 

自分で考え、判断し行動する。 

勤勉とは、 

何事にも真面目で、一生懸命に取り組む。 

共生とは、 

互いの違いを認め、助け合って生きる 

学校の目標は皆さんの目標でもあります。 

保護者の皆様、お子様のご入学、おめでとうご

ざいます。これから始まる中学校での一日一日を

充実したものとするために、私たち教職員は生徒

と力を合わせて全力を尽くします。子ども達の健

やかな成長のため、家庭、地域とともに歩む姿勢

を大切にしながら、教育活動を行って参ります。 

最後になりますが、ご来賓の皆様、保護者の皆

様にお願いをいたします。ただいま１６２人の新

入生を迎え、練馬中学校の平成２６年度の新たな

活動が始まりました。この地域の宝となる大切な

生徒たち４５９人一人一人を、地域の大人の多く

の目で温かく見守ってくださいますようお願い

申し上げて、式辞といたします。 
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